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聞新A 市里子長 ( 2 ) 

巴oud句

第110号

市
P
連
が
初
の
実
態
調
査

長
野
市
P
T
A
連
合
会
(
市
P
連
)
は
と
の
ほ
ど
、
学
級
P
T
A懇
談

会
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
を
分
析
し
、
懇
談
会
の
充

実
と
活
性
化
へ
つ
な
げ
る
目
的
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
調
査
結
果
の
概
要
を
紹
介
し
、
詳
し
く
は

市
P
連
ホ

l
ムペ
l
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
態
調
査
と
し
て
昨
年
同

1
1
月

に
か
け
、
二
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

一
つ
日
は
、
市
内
全
公

立
小
中
学
校
の
保
護
者
を
対
象
に
し

た
「
『
学
級
懇
談
会
』
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
。
も
う
一
つ
は
、
全
公

【
保
護
者
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
】

T 

該
当
す
る
答
え
に
丸
を
し
て
も
ら

う
形
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
3
万

1
7
3
9
人
に
配
布
し
、

2
万
3
7

0
1
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た

授業参観に参加されますか
ほとんど欠席する

P 

P・Y.A
各学校のPTA活動の様子を、写真と共に寄
せていただくシリーズ企画です。新しい試みや

ユニークな取り組みなど、紹介したい活動があ

ればぜひ市P連事務局にご連絡ください。

平成27年2月18日

立
小
中
学
校
全
学
級
の
学
級
会
長
を

対
象
と
し
た
「
平
成
初
年
度
『
学
級

P
T
A
懇
談
会
』
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
す
。
市
P
連
の
父
親
母
親
特
別
委

員
会
が
初
め
て
実
施
し
、
ま
と
め
ま

し
た
。
以
下
概
要
(
抜
粋
)
。

(
回
答
率
目
%
)
。

授
業
参
観
に

「必
ず
出
席
」
が
全

体
の
日
・
4
%
を
占
め
、
「
ほ
と
ん

ど
出
席
」
却
%
、
「
ほ
と
ん
ど
欠
席
」

学級懇談会に出席されますか

は
7
・
4
%
で
し
た
。
た
だ
し
、

「
必
ず
出
席
」
と
回
答
し
た
保
護
者

は
小
学
1
年
で
は
刊
%
を
超
え
ま
し

た
が
、
中
学
3
年
に
な
る
と
却
%
を

割
り
込
み
、
学
年
が
上
が
る
ご
と
に

大
き
く
減
少
し
ま
す
。

学
級
懇
談
会
は
、
「
必
ず
出
席
」

が
加
・
6
%
と
授
業
参
観
の
約
半
分
、

「
ほ
と
ん
ど
出
席
」
は
お
・
1
%
で
、

両
者
を
足
す
と
授
業
参
観
が
幼
・
4

%
に
対
し
て
学
級
懇
談
会
は
削
・
7

%
と
、
懇
談
会
へ
の
出
席
は
同
・
7

ポ
イ
ン
ト
低
く
な
り
ま
し
た
。

※
以
下
、
表
グ
ラ
フ
参
照

学級懇談会に参加される目的はなんですか
{複数回答可)
o 1020 304050 60 70 

親子ふれあい体験学習
真島小学校PTA

真
島
町
子
ど
も
会
育
成
会
と
真
島

小
P
T
A
は
昨
年
日
月
日
日
(
土
)
、

「
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」
を
真

島
小
で
聞
き
ま
し
た
。
地
元
の
方
を

講
師
に
迎
え
た
講
座
に
全
校
児
童
と

そ
の
家
族
が
参
加
す
る
恒
例
行
事
で

す
。
参
加
者
は
、
学
校
生
活
で
は
得

ら
れ
な
い
体
験
を
通
し
て
見
聞
を
広

げ
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

今
年
は
絵
手
紙
や
郷
土
料
理
、
俳

句
、
川
中
島
古
戦
場
太
鼓
な
ど
全
ロ

講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

の
「
餅
作
り
」
は
毎
年
お
決
ま
り
の

人
気
講
座
で
、

5
年
生
が
育
て
た
も

ち
米
を
使
い
、
薪
に
よ
る
火
お
こ
し
、

from 

子どもの学校生活を知りたい
他の親の話が聞きたい一一一一一一

情報交換をしたい・E・E・
先生との親睦を深めたい園田園
親同士の親睦を深めたい園田園
親として当然だと思うので・ー

仕方なく・
テーマや企画等に関心があるので・
雰囲気を楽しみたい，

-
参
加
し
て
み
て
良
か
っ
た
点

・
こ
の
時
間
だ
け
は
、
多
忙
だ
が
子

ど
も
と
自
分
の
た
め
の
大
切
な
時

間
と
思
い
日
程
を
調
整
し
て
参
加

し
て
い
る
。
(
小
3
)

・
先
生
、
親
同
士
の
交
流
で
き
る
場

で
家
で
は
分
か
ら
な
い
と
と
も
聞

け
る
の
で
良
い
。
(
小
5
)
(
小
4
)

・
夫
婦
で
の
子
育
て
と
い
う
意
味
で

も
男
親
が
出
席
し
や
す
い
懇
談
会

(
土
日
)
も
あ
れ
ば
い
い
。
(
小
3
)

・
友
達
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
で
話
し
解
決
す
る
と
と
が
で

き
る
。
(
中
1
)

・
参
加
し
て
み
て
悪
か
っ
た
点

・
テ
l
マ
が
強
制
的
で
、
そ
れ
以
外

の
質
問
を
し
に
く
い
。
(
小
3
)

学級懇談会に参加してよかったと思うことは何ですか
{複数回答可)
o 10 20 30 40 50 60 

かもチヤールーム
from加茂小学校PTA

蒸
し
、
き
ね
っ
さ
と
、
講
座
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
り
手
間
を
か
け
、

お
い
し
い
餅
に
仕
立
て
ま
し
た
。
出

来
上
が
っ
た
餅
は
あ
ん
こ
や
ゴ
マ
で

味
付
け
し
、
最
後
に
体
育
館
に
集
ま

っ
た
全
員
で
食
べ
ま
し
た
。

-
兄
弟
で
懇
談
会
の
時
間
が
重
な
る

と
ど
ち
ら
か
を
欠
席
す
る
た
め
不

安
に
な
る
。
(
小
5
)

・
出
席
す
る
親
が
毎
回
決
ま
っ
て
い

る
。
(
小
4
)

・
参
観
後
す
ぐ
懇
談
会
に
し
て
ほ
し

い
。
(
小
6
)

・
先
生
(
学
校
)
の
話
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
様
子
の
話
が
聞
き
た
い
。

(中
1
)

【
学
級
会
長
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
】

け
た
。
(
小
4
)

・
事
前
に
子
ど
も
た
ち
に
幾
つ
か
の

質
問
(
好
き
な
教
科
、
好
き
な
給

食
な
ど
)
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

懇
談
会
で
同
じ
質
問
を
保
護
者
に

投
げ
か
け
、
自
分
の
子
ど
も
の
答

え
を
予
想
す
る
。
(
小
5
)

・
テ

l
マ
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
分
け

し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
グ

ル
ー
プ
代
表
者
が
発
表
。
(
小
5
)

・
経
験
の
あ
る
保
護
者
の
話
を
聞
い

た
。
(
中
1
)

-
工
夫
し
て
い
る
学
級
の
事
例

-
懇
談
会
の
テ

I
マ
が
「
朝
食
」
だ

っ
た
の
で
ご
飯
の
量
を
知
る
た
め

に
お
椀
と
、
ご
飯
に
見
た
て
た
綿

を
用
意
し
た
。
(
小
2
)

・
兄
弟
関
係
で
懇
談
会
が
重
複
す
る

人
や
、
所
用
の
あ
る
人
か
ら
優
先

的
に
発
言
し
て
も
ら
う
。
(
小
3
)

・
お
茶
な
ど
を
用
意
し
て
和
み
や
す

く
し
た
。
(
小
3
)

・
資
料
に
メ
モ
書
き
で
き
る
欄
を
付

【
会
員
の
皆
さ
ん
へ
】

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
に

は
、
保
護
者
と
教
師
が
互
い
に
理
解

し
合
い
協
力
し
て
教
育
に
あ
た
る
こ

と
が
不
可
欠
で
、

P
T
A
は
そ
の
た

め
の
組
織
で
す
。
学
級
懇
談
会
は
、

会
員
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
活
動
の

機
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

加
茂
小
P
T
A
活
動
の
最
大
行
事

が
「
か
も
チ
ャ

l
ル
I
ム
」
で
す
。

本
年
度
は
9
月
日
日
(
土
)
午
後
の

2
時
間
に
、
親
子
で
参
加
で
き
る
8

講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
加
茂
小
を

会
場
に
、
地
域
の
講
師
に
よ
る
竹
と

ん
ぼ
製
作
や
料
理
教
室
、
信
州
大
学

学
生
に
よ
る
「
身
近
な
素
材
で
楽
器

演
奏
」
な
ど
を
行
い
、
父
親
有
志
に

よ
る
野
球
教
室

は
、
西
部
中
の

体
育
館
を
借
り

実
施
し
ま
し
た
。

一
番
人
気
は

同
大
教
育
学
部

の
美
術
科
が
指

し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

は
、
必
ず
し
も
そ
の
機
会
を
う
ま
く

使
え
て
い
な
い
現
状
が
伺
わ
れ
ま
す
。

少
し
で
も
魅
力
の
あ
る
、
そ
し
て

充
実
し
た
内
容
に
す
る
た
め
に
、
市

P
連
は
こ
の
結
果
を
さ
ら
に
分
析
し
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
へ
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

導
す
る
造
形
教
室
で
、
特
殊
な
粘
土

で
造
っ
た
動
物
の
親
子
が
、
釜
で
焼

か
れ
て
立
派
な
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

1
日
を
通
し
学
年
を
越
え
た
子
ど

も
同
士
や
親
同
士
、
親
子
の
交
流
が

深
ま
り
ま
し
た
。

-主に長野市内の官学会ネットワ ヲ

幼児教育

長野幼稚園/長野北幼稚園/安茂里幼稚園/裾花幼稚園/昭和幼稚園

栗田保育園

英会話教室/体育教室/ピアノ教室/リズミっこ教室
課外教室

のびのび教室/どんぐり教室

中学・高等教育

佐久長聖中学校/佐久長聖高等学校

進学指導

大学受験

駿台提携長野予備学校

信学会グリーンクラス

長野予備学校/須坂駅前校/長野北本校/篠ノ井駅前校

高校受験・中学受験

信学会ゼミナール

長野北本校/県庁前校/長池校/長野駅東口校/稲里枝/篠ノ井駅前校

松代校/須坂駅前校

長野県高校入試学力テスト

中1・中2学力確認テスト

公立中高一貫校適性検査対策模試

小4・小5・小6学力確認テスト

個別指導

f言学会個別スクールPASS
長野運動公園前校/長野駅東口校/長野商校/風間校/稲田校

事務局/長野市南県町1003 TEL026-228-5588 (代)

. 信学会
l言語 Eヨ園記念品・贈答品に“アニノレサリー缶"

⑧根元八幡屋犠五郎 [本社]長野市柳町102・1 フリーずイヤJレ0120・156・170
[本副長野市大門町83 Iいそごろう |桔叫
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今
年
度
後
半
に
長
野
市
P
T
A連
合
会
が
主
催
ま
た
は
協
力
し
た
、

主
な
行
事
と
そ
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

第
駒
田
長
野
市
P
T
A
連

日
月
ロ
日
(
土
)
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
中
ホ
I
ル

「
き
っ
と
夢
は
志
と
な
る
子
ど
も
の
た
め
に
私
た

ち
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
始
め
よ
う
」
テ
ー
マ
に
会

員
5
9
0
0
人
以
上
が
参
加

聞

第
町
田
研
究
集
会
は
昨
年
日
月
包
日
(
土
)
、
今
年
度
の
市
P
連
活
動

テ
ー
マ
を
主
題
に
、
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
員

5
9

2
1
人
が
参
加
し
、
教
育
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
気
象
予
報
士

の
依
田
司
氏
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

新A 

-
研
究
集
会
①

T 

最
初
に
、
昨
年
8
月
2
日
(
土
)

に
開
催
し
た
「
親
子
参
加
型
研
修
会
」

に
つ
い
て
、
学
生
代
表
が
発
表
し
ま

P 市

長
野
市
校
長
会

と
の
懇
談
会9
月
刊
日

「
長
野
市
校
長
会
・
長
野
市
P
T

A
連
合
会
教
育
懇
談
会
」
は
、
昨

年
9
月
刊
日
に
ホ
テ
ル
国
際
引
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
市
内
の
各
学
校
か

ら
校
長
先
生
や
P
T
A
会
長
、
保
護

者
代
表
者
ら
大
勢
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
一
般
社
団
法
人
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所
」
専
務

理
事
の
南
津
信
之
氏
か
ら
、

「子
ど

も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
利
用
の
現
状
と
課

題

1
S
N
S
そ
の
危
険
性
と
留
意

点
1
」
と
題
し
た
講
演
を
聴
き
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト
問
題
の
現

状
を
共
有
し
ま
し
た
。

講
演
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、

「今
後

P
T
A
も
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
関

わ
り
、
親
子
が
安
心
し
て
ネ
ッ
ト
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
」

と
の
声
が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。

里子長( 3 )第110号

し
た
。
信
州
大
学
教
育
学
部
に
て
、

同
学
部
の
教
授
と
学
生
の
協
力
に
よ

り
体
験
講
座
を
聞
く
恒
例
企
画
で
、

今
年
度
は
7
つ
の
講
座
を
開
設
。
各

講
座
に
市
内
の
親
子
別
組
ず
つ
が
参

長
野
市
長
・
長
野
市

教
育
委
員
会
と
懇
談
会

叩
月
4
日

長
野
市
長
・
長
野
市
教
育
委
員
会
・

長
野
市
P
T
A
連
合
会
「
教
育
懇
談

会
」
は
昨
年
刊
月
4
日
、
ホ
テ
ル
信

濃
路
に
て
聞
き
ま
し
た
。
市
の
代
表

と
各
校
P
T
A
会
長
が
直
接
懇
談
す

る
機
会
。
市
長
か
ら
激
励
の
言
葉
を

頂
い
た
他
、
対
話
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
教
育
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ゆ
月
刊
日

「青
少
年
健
全
育
成
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
昨
年
山
月
日
日
、
篠
ノ
井

市
民
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
市
教

委
の
主
催
で
、
今
回
か
ら
市

p
連
も

共
催
し
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
代
表
者
に
よ
る

「
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
」
の
発
表
や
、

信
田
小
児
童
の
和
太
鼓
発
表
、
青
少

加
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム
作
り

や
理
科
実
験
な
ど
を
楽
し
ん
だ
様
子

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
P
連
父
親
母
親
委
員

会
の
正
副
委
員
長
が
、
学
級
懇
談
会

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一

部
に
つ
い
て
報
告
【
2
面
参
照
]
。

ま
た
、
千
野
会
長
が
、

S
N
S
(
ソ

l
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
)
を
利
用
す
る
際
の
親
子
の
取

り
組
み
方
や
ル

l
ル
作
り
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た

{
1
面
参
照
}
。

年
健
全
育
成
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
の
他
、
「
バ
ー
チ
ャ
ル
(
仮
想
)

に
生
き
る
若
者
、
今
こ
そ
リ
ア
ル

(
実
体
験
)
を
」
と
題
し
、
県
短
期
大

学
教
授
・
上
原
貴
夫
氏
が
講
演
し
ま

し
た
。講
演
で
は
、
実
体
験
が
人
間
性
を

豊
か
に
す
る
事
例
が
、
学
生
と
の
や

り
取
り
や
動
物
行
動
学
を
織
り
交
ぜ

た
説
明
で
分
か
り
ゃ
す
く
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
は
、
子
ど
も
に
仮
想
で
は
な

い
経
験
を
積
ま
せ
る
環
境
づ
く
り
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

講演
師題

「
子
ど
も
の
夢
を
育
む
」

依
田
司
氏

(
気
象
予
報
士
、
テ
レ
ビ

朝
日
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
)

気
象
予
報
士
で
現
在
、
テ
レ
ビ
朝

日
の
「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」
に
て

お
天
気
ナ
ビ
ゲ
l
タ
I
を
担
当
し
て

い
る
依
田
司
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

気
象
予
報
士
の
好
感
度
ラ
ン
キ
ン

グ
で
毎
年
上
位
に
な
る
依
田
氏
は
、

他
の
上
位
の
男
性
気
象
予
報
士
の
皆

校庭に小Eと古びた階段が…なぜ?
~山王小学校編~

さ
ん
と
も
時
々
飲
み
会
を
聞
い
て
仲

が
良
い
そ
う
で
す
。
飲
み
会
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交
え
つ
つ
、
テ
レ

ビ
さ
な
が
ら
の
軽
快
な
口
調
で
、
地

球
上
に
お
け
る
水
の
大
循
環
や
地
球

温
暖
化
に
つ
い
て
な
ど
、
自
然
と
環

境
に
関
わ
る
話
を
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
の
最
後
に
は
ご
自

身
の
経
験
談
も
。
依
田
氏
は
小
学
校

の
5
、
6
年
生
の
頃
か
ら
お
天
気
キ
ャ

ス
タ
ー
に
な
る
夢
を
持
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
東
海
大
学
の
海
洋
気
象
学

を
専
攻
し
、
企
業
に
就
職
し
た
も
の

【
記
者
の
メ
モ
帳
】

集
会
で
は
、
市
P
連
が
主
唱
す
る

「
親
子
の
3
ス
テ
ッ
プ
」
「
親
子
の
ル

ー
ル
」
の
周
知
の
必
要
さ
を
感
じ
、

家
庭
で
の
取
り
組
み
方
な
ど
意
見
交

換
が
で
き
る
貴
重
な
場
と
し
て
、

「
学
級
懇
談
会
」
へ
の
積
極
的
な
出

席
を
促
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し

た。
講
演
会
は
、
依
田
氏
が
自
ら
出
演

す
る
お
天
気
コ
ー
ナ
ー
の
面
白
い
話

や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l
を
使
つ
て
の

来
場
者
と
の
や
り
取
り
で
冒
頭
か
ら

山
王
小
の
校
庭
に
は
、
「
山
王
山

(
さ
ん
の
う
や
ま
)
」
と
呼
ば
れ
児
童

に
親
し
ま
れ
る
小
さ
な
丘
が
あ
り
、

そ
の
裏
手
に
は
ひ
っ
そ
り
と
、
フ
ェ

ン
ス
で
閉
鎖
さ
れ
た
古
い
階
段
が
あ

る
。
善
白
(
ぜ
ん
ぱ
く
)
鉄
道
の
山

王
駅
が
あ
っ
た
名
残
だ
。

善
白
鉄
道
は
、
善
光
寺
白
馬
電
鉄

の
通
称
で
、

1
9
3
6
年
(
昭
和
日

年
)
か
ら
運
行
し
、
今
の
長
野
駅
の

南
側
か
ら
白
馬
駅
ま
で
の
ル
l
ト
開

通
を
目
指
し
て
い
た
。
残
念
な
が
ら

1
9
4
3
年
(
昭
和
問
年
)
に
、
第

2
次
世
界
大
戦
の
影
響
も
あ
り
、
一

部
開
通
し
て
い
た
鉄
道
も
、
そ
の
後

の
計
画
も
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た。

今
は
そ
の
名
残
を
、
こ
の
山
王
山
や
、

裾
花
川
沿
い
に
残
る
い
く
つ
か
の
橋

の
夢
を
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
気
象
予

報
士
の
資
格
を
取
得
気
象
会
社
ウ
エ

ザ
l
ニ
ュ
ー
ス
に
転
職
し
、
晴
れ
て

夢
の
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
に
な
り
ま

し
た
。夢
を
持
つ
こ
と

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

「親
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
と
し

て
、
子
ど
も
に
夢
が
持
て
る
よ
う
に

見
聞
を
広
げ
て
あ
げ
る
こ
と
、
子
ど

も
の
夢
を
否
定
せ
ず
、
話
を
聞
い
て

あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
熱
く
伝

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会
場
を
和
ま
せ
、
さ
す
が
で
し
た
。

気
象
予
報
士
な
ら
で
は
の
専
門
的
な

話
な
ど
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

「
夢
を
持
て
る
環
境
を
与
え
る
」
「
夢

を
否
定
し
な
い
」
な
ど
、
子
ど
も
の

夢
に
対
し
て
の
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん

頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
集
会
は
、
「
出
席
し

て
良
か
っ
た
」
と
の
声
を
多
く
聞
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
学
び
が
子
ど
も

た
ち
の
夢
を
育
む
事
へ
の
参
考
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

依
田
先
生
、
貴
重
な
講
演
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
松
橋
)

脚
や
ト
ン
ネ
ル
跡
に
見
る
ほ
か
な
い
。

実
は
、
国
道
刊
号
線
の
岡
田
町
交

差
点
か
ら
相
生
橋
西
側
ま
で
、
約
3

0
0
メ
ー
ト
ル
の
区
間
の
道
路
拡
幅

工
事
が
計
画
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
鉄
道

運
行
当
時
に
建
築
さ
れ
老
朽
化
が
著

し
い
相
生
橋
も
新
し
く
架
け
替
わ
る

予
定
だ
。
計
画
は
ま
だ
設
計
段
階
で

詳
細
は
不
明
だ
が
、
拡
幅
が
決
ま
れ

ば
そ
れ
に
伴
っ
て
階
段
が
撤
去
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
か
つ
て
の
山
王

駅
の
面
影
を
わ
ず
か
に
残
す
こ
の
風

景
、
見
ら
れ
る
の
は
あ
と
数
年
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

子どもが好き!英語が好き!
お持ちのスキル・経験を活かしてご自宅で子ども達に

英語を教える『ホームインストラクターjを募集しています。

研修・ザポート体制も充実!

coco塾インフォメーションセンター長野
干380・0824長野市南石堂町1277・2長栄第=ピル6F

包026・228・0924(目・祝休み)

日夜臣告草野校瞳タミナJレ

[~~~~).0120・339・2包囲|弘正伊
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「多感な時期に突入した娘と、この頃会話が続かなくて…Jという、
あるお父さんの悩みについて専門家にお聞きしました。思春期・反抗期

を迎えた我が子に戸惑う保護者の皆さん、 。お父さんと娘、に限5す、
親と子のより良いコミュ二ケーションのための参考にしてみてください。

第110号聞新A T P 市里子長平成27年2月18日

「安心しZ子ど事を見守る自分」でいるために
イラスト:腕章冥登

Point2言葉を換える
『遅刻しないように』→『時間通りに』

『泣かないで』→『笑って』

「シロクマ以外の動物を思い浮かべ
てJと言われると、まずシロクマを思
い浮かべてしまうように、脳は言葉に

正直です。私たちは日常的に否定的な

言葉を子どちに投げかけています。 悪

い状態を連想させる「呪いの言葉」を、

良い状態を脳に描かせる「祝福の言葉」

に換えて、多感な時期の娘にそっとエ

ールを。

Point4お父さんも、人生を楽しもう!
娘の心配よりもまず自分が仕事や趣味で

楽しく生き生きとしていること。「もっと

人生を楽しんでいいんだよリという、家

族への前向きなメッセーラになりますよ。

Point 1娘のことを知る
娘の友だちの名前を3人言えますか?
娘の好きな芸能人、色、食べ物、国は?

「子どもが大切にしていること・価値観」を知

りましょう。知ることで安心感が得られます。 娘

のことは、娘以外の家族に聞きます。家族は一つ

のシステム。システム全体が円滑でないとその中

の2人ちうまくいきません。ついでに家族それぞ
れの情報ち集め、システム全体への視点を持ちま

しょう。「見張るj と「見守るjは違います。「知

った」ら、評価を入れないで「認め」、「安心」し

て「見守りJます。

Point3一緒にいる時聞をつくる
川上先生『よく息子たちと国語の教科書の音読を

しました。意外と盛り上がるんですよ』

竹内先生『私は娘と将棋やオセロをして遊んでい

ます』

会話が少なくて志、 時間と空聞を共有すること

でお互いに伝わるちのがあります。 1日数分でい

いのです。一緒に楽しい時聞を過ごしましょう。

日 子どもにだって『そ

っとしても8いたい
時があるリ

子どもが自立する過

程では、むしろ親子

の関わりの薄くなる

時期があった方がい

いのです。そんな時

は上手に見守りましょ
う。会話を盛り上げ

る努力よりも、『そっ

としておいてち安心」

でいられる自分づく

りをしませんか。

【コミュニケーションの先生】

川上幹雄先生(須坂市在住) 竹内秀一先生(長野市在住)
「お母さんのためのコーチングセ 「お母さんのためのコーチングセミ
ミナ一」講師。 NLPトレーナ一。 ナー」主宰。独立系FP。プ口コ一
社会人、大学生になる 2人の息子 チ、 THEFUJIYA GOHONJIN専属マリッ

を持つ52歳。 ジコーチ。大学生の息子と小学生の
娘の父。

<l~湯量話が盛'1土が&;穆くτ事大丈夫。 a元捗定と娘さんとc;)聞にlëI=
i深れ緯がいくようt:~ある、をぬことに自信奄持τ1#'¥いぬですJ

「お母さんのためのコーチングセミナー」 子育て中のママを対象に、井
戸端会議のような会話を楽しみながら親子の良質なコミュニケーション
を築くエッセンスを学ぶセミナ一。毎月 1回、 THEFUJ I YA GOHONJ I N 
(大門町)を会場にボランティアベースで聞き、今年で10年目になる。

困
っ
た
と
き
の
強
い
味
方

P
T
A
企
画
に
役
立
つ
出
張
講
座

P
T
A
講
座
の
テ
l
マ
は
ど
う
し
よ
う
。
講
師
が
見
つ
か
ら

な
い
。
ど
こ
に
聞
い
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
悩

み
を
解
消
す
る
情
報
で
す
。
今
回
は
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
信
州
大
学
と
長
野
市
の
二
つ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

-
信
州
大
学
出
前
講
座
と
は

信
州
大
学
で
は
、
地
域
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、
多

様
な
学
習
機
会
の
提
供
と
し
て
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
公
民
館
や
学
校
と
い
っ
た
公
的
な
性
格
を
持

つ
団
体
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
て
、
教
員
が
各
地
に
赴
い
て

講
座
を
行
う
も
の
で
す
。

例
一
体
験
活
動
が
子
ど
も
の
心
を
育
て
る

家
庭
が
望
む
学
校
教
育
と
学
校
が
望
む
家
庭
教
育

く>お問い合わせ先
・信州大学出前講座
信州大学学務部学務課教務グループ
出前講座担当
TEL 0263-37-2870 
・長野市生涯学習リーダーパンク
長野市教育委員会生涯学習センター
TEL 026-233-8080 

-
長
野
市
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
と
は

「
学
び
た
い
人
」
と
「
教
え
た
い
人
」
を
結
び
、
学
び
の
輪

を
広
げ
て
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
た
め
、
講
師
・
指
導
者
を

紹
介
し
、
学
習
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。

得
意
な
技
術
・
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
市
民
団
体
、
個
人
な
ど

に
指
導
で
き
る
方
々
が
分
野
ご
と
に
登
録
さ
れ
て
お
り
最
適
な

リ
ー
ダ
ー
を
探
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

例
一
子
ど
も
の
成
長
と
身
体
の
関
係
、
子
ど
も
の
育
ち
と
絵
本
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上

長
野
市
に
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

の
総
合
窓
口
が
で
き
た
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
。

平
成
初
年
度
の
組
織
・
機
構
の
見

直
し
に
よ
り
、
長
野
市
で
昨
年
4
月

1
日
か
ら
、
「
こ
ど
も
未
来
部
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
部
内
に
設
置

さ
れ
た
「
こ
ど
も
相
談
室
」
は
、
子

ど
も
に
関
す
る
相
談
を
最
初
に
受
け

付
け
る
総
合
的
な
窓
口
で
す
。

0
歳

例えばこんな相談も・.. 

・うちの子、ことばが遅いのではないかしら…
.弓|つ越してき疋ばかりでよくわからない
-こどtとのかかわり方がわからない
-こど七が泣くとすごくイライラして走走いてし
まう・..

・こどちが学校へ行かなくなってしまっ疋…
・いっち落ち着きがない…かち?…発達障害なのつ

「こどち相談室」資料より

長野市こども未来部!と隠さ司直定引を開設
《こども相談室》電話番号:026・224-7849 こども相談室直通

受付時間:平日8時30分""'17時15分

か
ら
問
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対

象
に
、
成
長
過
程
に
よ
っ
て
生
じ
る

様
々
な
悩
み
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
相
談
か
ら

始
め
ま
せ
ん
か
?

都
合
に
あ
わ
せ
て
電
話
で
も
面
談

で
も
相
談
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
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HEMSとはiHomeEnergy Management System(ホームエネルギーマネジメントシステム)J

の略。電気やガスなどの使用量をモニター画面で見たり、家電を自動制御し、家庭で使うエネルギーを

節約する「次世代Jの管理システムです。研修センターでHEMSのあれこれを学んでみませんか?
HEMS研修センタ については缶支底、曽業所へお問い合わせください。

HEMSの乙とならデンセンにおまかせください!!

株式会社号ンセン
[本社]干381・8525長野県長野市南長池713・1TEL:026・251・0860

[電材営業部]長野・よ田・松本・佐久・北信・長岡・富岡・相模原 [特機営業部]上回・佐久・長野・松本[開発営業部]上田

[介護福祉サポート事業部]長野南・上田 [HEMS研修センター]
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「
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
若
者
が
き

り
ん
の
夢
を
み
て
い
る
と
き
メ
キ

シ
コ
の
娘
は
朝
も
や
の
中
で
パ
ス

を
待
っ
て
い
る
」
。
谷
川
俊
太
郎

作
「
朝
の
リ
レ

l
」
冒
頭
の
一
節
。

こ
の
地
球
で
は
い
つ
も
ど
こ
か
で

朝
が
始
ま
っ
て
い
て
、
僕
ら
は
朝

を
リ
レ
ー
す
る
の
だ
と
い
う
詩
。

小
学
生
の
頃
、
国
語
の
時
間
に
習

っ
た
作
品
が
、
息
子
の
教
科
書
に

今
も
載
っ
て
い
て
懐
か
し
く
な
り

ま
し
た
。
他
に
も
昔
か
ら
の
作
品

が
幾
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
親
に
な

っ
て
読
む
と
当
時
と
は
一
味
違
う

趣
で
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
教

科
書
を
見
て
、
そ
ん
な
会
話
も
楽

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
と
の
新
聞
も
今
号
で
第
1

1
0
号
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

平
成
初
年
度
広
報
委
員
は
節
目
の

号
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
そ
し
て
次
年
度
の
広
報

委
員
会
に
こ
の
新
聞
を
「
リ
レ

l
」

し
ま
す
。
次
号
を
楽
し
み
に
思
い

な

が

ら

。

(

松

倉

)
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長野市PTA連合会は

『長野市夫人と子どもの心得J¥か剰
を推進しています。

読み上げ音声データを

収めたCDを各学校に配
布したほか、市P連ホー
ムページでも音声を再生

できます。ご家庭や学校

でぜひご活用ください。
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